
LMP7300

LMP7300 Micropower Precision Comparator and Precision Reference with 

Adjustable Hysteresis

Literature Number: JAJSAH9



2007年 9月

1© National Semiconductor Corporation DS201756-04-JP

L
M

P
7300 可

変
ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
機
能
搭
載
の
マ
イ
ク
ロ
パ
ワ
ー
高
精
度
コ
ン
パ
レ
ー
タ
お
よ
び
高
精
度
基
準
電
圧
源

ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない
場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。

LM
P7300

20070913

ds201756

23900

20051201

Jerry Freem
an

LMP7300
可変ヒステリシス機能搭載のマイクロパワー高精度コンパレータ
および高精度基準電圧源

LMP®はナショナル セミコンダクターの登録商標です。

概要

LMP7300は高精度のスレッショルド検出を行うための理想的な仕
様を満たす、コンパレータと基準電圧源の両方を搭載したデバイ
スです。高精度基準電圧 2.048V の最大誤差は 0.25% です。
コンパレータは超低消費電力 (35μW)と低オフセット電圧 ( 最大
0.75mV)を実現しており、正と負のヒステリシスを個別に設定でき
ます。

コンパレータのヒステリシスは、2つの外部ピンによって調整します。
HYSTPピンは正のヒステリシス、HYSTNピンは負のヒステリシス
を設定します。コンパレータの設計では、VINのソース・インピー
ダンスと可変ヒステリシス成分を切り分けています。この分離に
よって無用の相互作用を防止でき、レベル検出時に正確なスレッ
ショルド電圧を保てます。

低オフセット電圧、ヒステリシスの外部制御、高精度の基準電圧
を併せ持つこのデバイスによって、使いやすい超低消費電力の高
精度スレッショルド検出器を構成できます。

また、LMP7300のオープン・コレクタ出力は、多電圧システムの
設計においても有利です。出力電圧の上側レールは VCCによっ
て制限されず、VCC の上、最大 12V までプルアップできます。
LMP7300は LMP®高精度アンプ・ファミリ製品です。

特長

(特記のない限りVS＝ 5V(typ))

■ 消費電流 13 μA

■ 伝搬遅延時間 4 μs

■ 入力オフセット電圧 0.3mV

■ CMRR 100dB

■ PSRR 100dB

■ 正および負のヒステリシス制御

■ 調整可能なヒステリシス 1mV/mV

■ 基準電圧 2.048V

■ 基準電圧の精度 0.25%

■ 基準電圧源の供給電流 1mA

■ 広い電源電圧範囲 2.7V～ 12V

■ 動作温度範囲 (周囲 ) － 40℃～＋ 125℃

アプリケーション
■ 高精度スレッショルド検出

■ バッテリ・モニタ

■ バッテリ管理システム

■ ゼロ交差検出器

代表的なアプリケーション

Micropower Precision Battery Low Voltage Detector 
for 3 Cell Discharge Voltage
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00 絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格 (Note 1)

2.7V電気的特性 (Note 4)

特記のない限り、以下のリミット値は、TA＝ 25℃、V＋＝ 2.7V、V－＝ 0V、VCM＝V＋ /2、RPULLUP＝ 100kΩ、CLOAD＝ 10pFに
対して適用されます。太字のリミット値は全動作温度範囲に適用されます。

ESD耐圧 (Note 2)

人体モデル 2000V

マシン・モデル 200V

VIN 差動電圧 ±VS

電源電圧 (VS＝V＋－V－ ) 13.6V

入出力ピン電圧 V＋＋ 0.3V、V－－ 0.3V

保存周囲温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

接合部温度 (Note 3) +150℃

ハンダ付け情報

赤外線または対流方式 (20秒 ) 235℃

ウェーブ・ハンダ付けリード温度 (10秒 ) 260℃

温度範囲 (Note 3) － 40℃～＋ 125℃

電源電圧 (VS＝V＋－V－ ) 2.7V～ 12V

パッケージ熱抵抗 (θJA (Note 3))

8ピンSOIC 166℃ /W

8ピンMSOP 235℃ /W
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5V電気的特性 (Note 4)

特記のない限り、以下のリミット値は、TA＝ 25℃、V＋＝ 5V、V－＝ 0V、VCM＝V＋ /2、RPULLUP＝ 100kΩ、CLOAD＝ 10pFに対
して適用されます。太字のリミット値は全動作温度範囲に適用されます。

12V電気的特性 (Note 4)

特記のない限り、以下のリミット値は、TA＝ 25℃、V＋＝ 12V、V－＝ 0V、VCM＝V＋ /2、RPULLUP＝ 100kΩ、CLOAD＝ 10pFに
対して適用されます。太字のリミット値は全動作温度範囲に適用されます。
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00 12V電気的特性 (Note 4) (つづき)

特記のない限り、以下のリミット値は、TA＝ 25℃、V＋＝ 12V、V－＝ 0V、VCM＝V＋ /2、RPULLUP＝ 100kΩ、CLOAD＝ 10pFに
対して適用されます。太字のリミット値は全動作温度範囲に適用されます。

Note 1: 絶対最大定格は、それを超えるとデバイスが破壊される可能性があるリミット値を示します。動作定格とはデバイスが機能する条件を示しますが、特定の
性能を保証するものではありません。保証されている仕様およびその試験条件については、「電気的特性」の表を参照してください。

Note 2: 人体モデル適用規格 MIL-STD-883、Method 3015.7 マシン・モデル適用規格 JESD22-A115-A (ESD MM std. of JEDEC)
電場 (界 )誘導帯電モデル適用規格 JESD22-C101-C (ESD FICDM std. of JEDEC)

Note 3: 最大消費電力は、TJ (MAX)、θJAの関数として求めることができます。任意の周囲温度での最大許容電力損失は、PD＝ (TJ (MAX)－ TA)/θJA です。
すべての数値は、プリント基板に直接ハンダ付けしたパッケージを対象とします。

Note 4: 「電気的特性」の値は、記載温度の工場出荷試験条件にのみ適用されます。工場試験条件で生じる自己発熱は、TJ＝TAとなる程度にきわめてわず
かです。「電気的特性」には、自己発熱によりTJ＞ TAとなる条件下で保証されるパラメータ性能値は記載されていません。

Note 5: 代表 (typ)値は特性評価時におけるパラメータの標準値 (norm)を表します。実際の代表値は、経時的に変化するとともに、アプリケーションや構成にも
依存します。この代表値はテストされた値ではなく、出荷済みの製品材料に対する保証値ではありません。

Note 6: リミット値は 25℃において製品の全数検査を行っています。動作温度範囲でのリミット値は標準統計品質管理 (SQC) 手法を用いた相関によって保証さ
れています。

Note 7: デバイスに向かって流れ込む電流を正方向の電流と定義しています。

Note 8: 最低温度から最高温度までの VOSの変化量を、温度変化量の合計値で割ると、オフセット電圧の平均ドリフト量が求まります。

製品情報
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ピン配置図

8-Pin MSOP/SOIC

Top View

ピン説明

ピン名 説明

＋ IN コンパレータの非反転入力 ＋ IN は、負側のレール電圧より 1V 上から、正側レール電圧以下の範囲のコモンモード電圧で
す。＋ INピンとレール電圧の間にはチップ上で ESDダイオードが接続されており、入力段の過電
圧を防止します。入力電圧がレール電圧を超えると、ダイオードがオンになり入力電圧を安全なレ
ベルにクランプします。

－ IN コンパレータの反転入力 － IN は、負側のレール電圧より 1V 上から、正側レール電圧以下の範囲のコモンモード電圧で
す。－ INピンとレール電圧の間にはチップ上で ESDダイオードが接続されており、入力段の過電
圧を防止します。入力電圧がレール電圧を超えると、ダイオードがオンになり入力電圧を安全なレ
ベルにクランプします。

GND グラウンド 2 電源動作が必要なアプリケーションの場合、このピンは負の DC 電源に接続できます。その場
合は、0.1μFのセラミック・コンデンサによってグラウンドにデカップリングしてください。内部の基準
電圧出力は、このピンを基準にします。ダイ基板接続の電位はGNDです。

OUT コンパレータの出力 出力はオープン・コレクタ構成です。プルアップ抵抗によって電圧負荷を駆動するか、最大出力
電流を流せるようにして電流負荷を駆動することができます。このピンは電源電圧にかかわらず、
グラウンド・ピンに対して最大＋ 12Vまでプルアップできます。

HYSTN 負側ヒステリシス設定ピン 下側スレッショルド電圧 VILを設定します。同相入力範囲は負側レールより1V上からVCCまでで
す。入力信号が VILより低くならない限り、コンパレータの状態はHighからLowに遷移しません。

HYSTP 正側ヒステリシス設定ピン 上側スレッショルド電圧 VIHを設定します。同相入力範囲は負側レールより1V上からVCCまでで
す。入力信号が VIHより高くならない限り、コンパレータの状態は LowからHighに遷移しません。

REF 基準電圧出力ピン 2.048Vのバンドギャップ高精度基準電圧を出力します。

V＋ 正側電源端子 電源電圧の範囲は 2.7V～ 12Vです。このピンは 0.1μFのセラミック・コンデンサによってグラウン
ドにデカップリングしてください。
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00 代表的な性能特性
Supply Current vs. Supply Voltage

Output Low Voltage vs. Load Current

Reference Voltage vs. Supply Voltage

Output Low Voltage vs. Load Current

Output Low Voltage vs. Load Current

Reference Voltage vs. Source Current
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代表的な性能特性 (つづき)

Reference Voltage vs. Sink Current

Propagation Delay vs. Overdrive Voltage

Propagation Delay vs. Overdrive Voltage

Reference Voltage vs. Source Current

Propagation Delay vs. Overdrive Voltage
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00 アプリケーション情報
概要

LMP7300は独自の技術によって超低消費電力と高精度を両立さ
せた製品です。オープン・コレクタのコンパレータは、低オフセッ
ト、高 CMPR、高 PSRR、プログラム可能なヒステリシス特性、
μAオーダーの消費電流を実現しています。高精度の 2.048V基
準電圧は、DACまたはADCの 2値判定を行う正確なスレッショ
ルド電圧として使用できます。コンパレータと基準電圧源を組み合
わせたこのチップを使えば、低消費電力のセンサや携帯アプリ
ケーションに最適な 1チップ・ソリューションを構築できます。

基準電圧

基準電圧は、トリミングによって動作温度の全範囲－ 40℃～ 125℃
において代表値 0.2%の精度を得られる、バンドギャップ・ジェネ
レータを用いた 2.048V を発生します。トリミングには曲率補正ア
ルゴリズムを使い、バンドギャップ方式では本質的に避けられな
い、ベース・エミッタ間の熱非線形性を補償しています。基準電
圧の精度と設定抵抗の許容誤差によって、プログラム可能なヒス
テリシスの値と精度が決まります。基準電圧のノイズ・フィルタが
必要な場合、190Ωの抵抗と5μFのコンデンサを直列にグラウン
ドに接続することを推奨します。

コンパレータ

出力段

コンパレータはオープン・コレクタの出力段を使用しており、超低
消費電力の高精度スレッショルド電圧検出用μA 負荷を、ソレノ
イド、電灯、LEDなどの起動を必要とするアプリケーションに切り
替えることができます。ワイヤードOR式の出力は、ウィンドウ・コ
ンパレータ・アプリケーションのように、0.5V～ 12Vの範囲で TTL、
CMOS、多レベル出力と簡単にインタフェースを取れます。出力
は 10mAより大きな出力電流を駆動できると同時に、飽和電圧は
全温度範囲にわたり 0.4V 未満に保たれています。重い負荷を
駆動する場合、電源電流は線形に増加するため、超低消費電
力アプリケーションでは 100kΩ 以上のプルアップ抵抗を推奨しま
す。

障害検出周期

ユーザーが選定するプルアップ抵抗と容量性負荷によって、最小
応答時間とイベント検出レートが決まります。オーバードライブを最
適化することにより、プルアップ抵抗と容量性負荷の障害更新レー
トを 200kHzから250kHz以上にできます。

ヒステリシス

信号経路にカップリングするノイズによる誤った遷移はコンパレー
タを使うスレッショルド検出器ではよくある問題です。最も効果的な
解決策はヒステリシス特性を与えることです。ヒステリシスとは回
路によって通常の入力に振幅変化の遅延を加えることによって得
られる特性です。正のヒステリシスでは、信号が上側スレッショル
ドを超えないと、出力が Low から Highに切り替わりません。負
のヒステリシスは、その逆です。これは一種のメモリ効果です。
信号の遷移する方向によって、コンパレータの動作は異なります。

LMP7300は独自の方法でヒステリシス特性を実現しています。設
定する上下スレッショルド電圧は、もう一方のスレッショルドの設
定、電源、入出力条件に対して完全に独立に設定できます。
HYSTPピンは正のヒステリシス、HYSTNピンは負のヒステリシス
を、2つの抵抗を用いた簡単な方法で設定します。2つのピンを
互いに接続して同じヒステリシスを与えるか、異なる電圧タップに
接続して非対称ヒステリシスを与えることができます。また、基準
電圧に接続すれば、ヒステリシス特性をまったく持たなくなります。
電圧タップを取り出す抵抗分圧回路の駆動に、高精度基準電圧
を用いれば安定したスレッショルド・レベルが得られます。ヒステ

リシス設定の最大推奨値は約 130mVです。これにはHYSTPお
よび HYSTNピンの電圧を、2.7V動作の同相入力電圧範囲のほ
ぼ中央にあたる、VREF－ 130mVに設定します。一般的な回路
例では、差動入力信号電圧 VINを、コンパレータの非反転およ
び反転入力の INPとINNの間に印加します。DC切り替え電圧、
つまり入力スレッショルド電圧 VTHを負側入力に設定し、この電
圧より信号電圧が高い間は出力をオフにし、下回ったらオンにしま
す。高精度のスレッショルドを得るには INNピンをVREFに接続し
ます。出力がオフになると、回路は消費電力最小の状態になりま
す。Figure 1～ Figure 5に、上側スレッショルドVIHと下側スレッ
ショルドVILのさまざまな設定方法および、入力スレッショルド電圧
VREFとの関係を示します。この関係は次式で表されます。

(a)

(b)

VID＝ 0、INN＝ INP＝VTHの場合

FIGURE 1.    Typical Micropower Application to Set 
Asymmetric Positive and

Negative Hysteresis of－ 10mV, ＋ 3mV
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アプリケーション情報 (つづき)

Figure 2は、HYSTPとHYSTNピンを両方ともVREFに接続して、
ヒステリシス特性を与えない例です。この設定は、システム・ノイ
ズによる誤作動の可能性が最も高くなり、推奨できません。

(a)

(b)

FIGURE 2.   Typical Configuration for No Hysteresis

Figure 3は、HYSTPとHYSTNピンを両方ともVREFよりも小さい
同じ電圧に接続して、対称ヒステリシス特性を与える例です。上
下のスレッショルド設定によって、入力スレッショルド電圧 VREFの
両側にヒステリシス・バンドが設定されます。正側と負側のバンド
は等しくなります。

この構成は Figure 2で言及した誤作動を抑えます。高精度レベ
ル検出アプリケーションでは、5mV～ 10mVより小さな値の対称
ヒステリシスを推奨します。

(a)

(b)

FIGURE 3.   Symmetric Hysteresis ± 5mV
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00 アプリケーション情報 (つづき)

Figure 4は、HYSNピンのみに VREFよりも小さな電圧を印加する
ことにより負のヒステリシス特性を与える例です。

(a)

(b)
FIGURE 4.   Typical Configuration for Negative Hysteresis 

=－ 10 mV

正のヒステリシス特性のみ与える例をFigure 5に示します。

(a)

(b)

FIGURE 5.   Connections for Positive Hysteresis = +10 mV
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アプリケーション情報 (つづき)

一般的には、Figure 6 に示す正負のヒステリシス・バンドを設定
した場合、このバンド内のノイズはコンパレータ出力に影響を与え
ません。Example #1ではノイズは小さく、バンド内にとどまってい
ます。出力も正常です。Example #2の場合、バンドをはみ出す
著しいノイズがありますが、ヒステリシス特性の効果で正の立ち上
がりエッジ、負の立ち下がりエッジで誤った信号の遷移は起こって
いません。ヒステリシス特性があるために、信号レベルがヒステリ
シス・バンドを超えて高くなるか、あるいは低くならない限り、状態
は遷移しません。

FIGURE 6.   Output Response with Input Noise Less 
than Hysteresis Band

適正なヒステリシス設定

正常なスイッチングに必要なヒステリシス特性の値を得るには、
誤った遷移が観測されるまでヒステリシスの値を小さくしたのち、
その値を例えば3倍して最終回路の設定値とします。ブレッドボー
ドの段階ではR1とR2にポテンショメータを使用すると設計が楽に
なります。LMP7300のノイズ感度は高温側で最大となるため、

＋ 100℃近辺またはそれ以上の温度で使用するアプリケーション
では、最低でも5mVのヒステリシスを与えることを推奨します。

レイアウトの考慮事項

入出力間のカップリングを低減するために、適切な PCBレイアウ
トを行うことが大切です。正のフィードバック・ノイズは性能を劣化
させます。LMP7300では独自のパッケージ・ピン配置によって出
力カップリングを最低限に抑えています。出力は、非反転および
反転入力、基準電圧、ヒステリシスの各ピンから遠ざけられてい
ます。

評価用ボード

ナショナル セミコンダクターは LMP7300の性能を評価するための
以下の回路基板を提供しています。

ウインドウ・コンパレータ

Figure 8に、温度レベル検出アプリケーションに超低消費電力ウ
インドウ検出器として 2つの LMP7300を使用した例を示します。
図の回路は周囲温度の変化を監視するものです。温度が 15℃
～ 35℃の範囲を外れると、高温側ではコンパレータ1、低温側で
はコンパレータ2が Lowに遷移して、障害が発生したことを表示
します。オープン・コレクタ出力を個別にプルアップすることもでき
ますが、ワイヤード OR して単一の障害表示にすることも可能で
す。温度が上記の範囲内に戻っても、22mV の非対称ヒステリ
シス・バンドを超えない限りコンパレータは遷移しません。つまり、
高温側では温度が 34 ℃を下回らない限り、低温側では温度が
16℃を上回らない限り、出力は Highに遷移せず、障害は解除
されません。温度は25℃で30kΩの抵抗を持つ、Omega Precision
NTCサーミスタ #44008 (許容誤差± 0.2%)によって検出します。

FIGURE 7.   Temperature Controlled Window Detector to Monitor Ambient Temperature

デバイス パッケージ 評価用ボード
注文番号

LMP7300MA 8ピンSOIC LMP7300MA-EVAL

LMP7300MM 8ピンMSOP LMP7300MM-EVAL
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高精度高温スイッチ

LMP7300は、簡単なセンサ・スイッチのアプリケーションにも精度
と安定性をもたらします。Figure 9に、高温スイッチを LMP7300
で構成した例を示します。入力ブリッジによって 85℃でセット、80℃
でリセットされる設定です。コンパレータには、正側のみに 14.3mV
のヒステリシス特性を与え、負側のヒステリシスは設定しません。
温度が上昇すると85℃で状態が遷移、セットされます。14.3mV
のヒステリシス特性があるため、温度が 80℃を下回らない限りリ
セットされません。

使用する温度センサはOmega Precision 44008 NTCサーミスタで
す。44008の精度は±0.2℃です。85℃における抵抗は3270.9Ω、
80℃では 3840.2Ωです。スレッショルド電圧は、ブリッジの一方、
RADJとRSET の比率で決まります。入力信号のバイアスはブリッ
ジのもう一方、サーミスタの抵抗RTHとRSETの比率で決まります。
抵抗値はサーミスタによる消費電力を抑えるために、ブリッジ電流

が～ 50μA となるように選定します。サーミスタの仕様によれば、
電力消費による1℃ /mWの誤差があります。ブリッジの電源を基
準電圧から供給することにより、電源電圧の変動の影響を受けな
いようにします。コンデンサ C1は、FCORNER＝ 1/(2πC1×
2(RSET//RADJ))の低周波側ポールを設定します。抵抗の値を設
定後、C1を Fc＜ 10Hzとなるように選定します。これによってブ
リッジの熱雑音を抑えられます。

回路の精度は、求めた計算結果に最も近い値を持つ標準抵抗
の抵抗値から計算します。1%の抵抗の場合、RADJは 3.24kΩ、
RSETは 78.7kΩになります。ブリッジのゲインは 85℃で
2.488mV/ ℃です。通常、ブリッジ電流を大きくすればするほど、
ブリッジのゲインは大きくなります。シミュレーションによって得られ
た実際のセット温度は 85.3 ℃、リセット温度は 80.04 ℃でした。
セット温度の誤差は± 1.451℃、リセット温度の誤差は± 1.548℃
です。許容誤差 0.1%の抵抗を選び、またOmega 44008サーミ
スタの 0.1%モデルを使用すれば精度を最大化できます。

FIGURE 8.   Precision High Temperature Switch

超低消費電力　高精度バッテリ電圧低下検出器

きわめて低い電源電圧で動作可能なLMP7300は、携帯機器の
バッテリ電圧低下検出アプリケーションに最適です。Figure 9 に
示す回路は放電電圧 0.9V×3セルのバッテリの低電圧スレッショ
ルド検出機能を実現するものです。R1とR2は、バッテリ電圧が
システムの最小動作電圧に等しくなったときに、反転入力電圧と

非反転入力電圧が等しくなるように選定します。ここでは高精度
基準電圧をコンパレータの非反転入力に直接接続し、高い精度
のスレッショルド電圧を得ます。ヒステリシスは負側が 0mV、正側
が 20mV です。VBATT の最小値より高い間は、出力はオフに、
最小バッテリ電圧を検出するとオンになります。

FIGURE 9.   Battery Voltage Monitor for 3 Cell Discharge Voltage



13 www.national.com/jpn/

L
M

P
7300

外形寸法図 特記のない限りinches (millimeters)

8-Pin SOIC
NS Package Number M08A

8-Pin MSOP
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2007 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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